
  30 

激
動
の
昭
和
を
貫
い
た
歴
代
宰
相 (

一) 

土
田 

良
吉 

 

大
正
14
年
生
れ
の
私
が
劇
的
な
９６
年
の
み
ち
を
振
り
返
る
。

こ
の
年(

１
９
２
５)
、
愛
宕
山
か
ら
、
日
本
は
じ
め
て
ラ
ジ
オ 

(

東
京
放
送
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ)
が
放
送
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
よ
り
僅
か

に
５
年
遅
れ
。
１
９
２
８(
昭
和
２
年)

、
全
国
放
送
が
開
始
に

な
り
日
本
国
中
、
新
し
い
文
化
に
恵
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
昭
和

の
大
不
況
の
真
っ
只
中
に
、
教
育
勅
語
を
拝
し
育
っ
た
少
年
時

代
は
、
実
は
厳
し
い
軍
国
主
義
へ
の
道
の
り
で
し
た
。
短
か
っ

た
が
、
決
死
の
軍
隊
生
活
。
２０
歳
で
終
戦
・
復
員
。
暫
く
は
屈

辱
感
に
萎
れ
、
虚
脱
と
混
沌
が
続
き
ま
す
。
客
観
的
に
真
相
を

知
る
に
は
永
い
年
月
が
要
り
ま
し
た
。
５
年
に
亘
る
死
闘
の
第

２
次
世
界
大
戦
の
な
か
、
激
動
の
昭
和
を
命
が
け
の
舵
取
役
だ

っ
た
歴
代
宰
相
を
想
う
と
き
、
そ
の
決
断
が
こ
と
ご
と
く
裏
目

に
出
る
な
ど
、
苦
悩
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
年
を
経
る
ご
と
に

新
事
実
が
分
か
り
、
時
を
同
じ
く
し
た
老
骨
に
は
感
慨
ひ
と
し

お
で
す
。 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
さ
な
か
、
大
正
１３
年
６
月
１１
日
、

立
憲
同
志
会
総
裁
の
加
藤
高
明
が
第
２４
代
首
相
に
就
く
。―

た

と
え
身
命
を
失
う
と
も
ー･

が
信
条
だ
っ
た
。
病
で
短
命
66
才
。

つ
い
で
、
大
正
１５
年
１２
月
１
日
第
２５
代
首
相
の
若
槻
礼
次
郎
。

在
任
中
に
大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
世
は
昭
和
に
遷
る
。 

昭
和
１５
年
戦
争
の
始
ま
る
昭
和
の
初
期
、
昭
和
２
年
１
月
、

第
２６
代
首
相
に
田
中
義
一
、
満
州
事
変
の
咎
で
辞
任
、
悶
死
と

も
い
わ
れ
る
６５
歳
。
第
２７
代
首
相
に
浜
口
雄
幸
、
右
翼
青
年

に
狙
撃
さ
れ
る
が
一
命
を
取
り
と
め
る
。
第
２８
代
首
相
は
再
び

若
槻
礼
次
郎
。
第
２９
代
首
相
の
犬
養
毅
は
就
任
後
間
も
な
く

５･

１
５
事
件
で
海
軍
将
校
に
よ
り
射
殺
７７
歳
。
「
話
せ
ば
わ

か
る
」
を
言
い
残
す
。(

末
尾
に
詳
細)

３０
代
首
相
は
退
役
海
軍

大
将
の
斉
藤
実
。
挙
国
一
致
内
閣
・
穏
健
内
閣
で
あ
っ
た
が･

･
･
 

第
３１
代
首
相
岡
田
啓
介
２
・
２
６
事
件
に
遭
う
も
隠
れ
て
凶

弾
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
第
３２
代
首
相
広
田
弘
毅
、
軍
部

の
横
暴
を
抑
え
切
れ
ず
、
軍
人
戦
犯
に
付
き
添
う
か
の
よ
う
に

Ａ
級
戦
犯
で
絞
首
刑
の
判
決
を
受
け
た
、
文
官
で
唯
一
人
70
才
。

第
３３
代
首
相
に
は
林
銑
十
郎
。 

第
３４
代
首
相
の
近
衛
文
麿
、
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
出
頭
指
定
の
、

昭
和
４５
年
１２
月
１６
日
未
明
、
自
宅
で
青
酸
カ
リ
を
服
毒
自
決
。

５６
歳
で
あ
っ
た
。--

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り―

―

午
前
２
時
ご
ろ
、

近
衛
は
「
僕
の
心
境
を
書
こ
う
か
」
と
、
息
子
の
通
隆
に
言
い
、

近
衛
家
の
便
箋
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
〈
僕
は
支
那
事
変
以

来
、
多
く
の
政
治
上
の
過
誤
を
犯
し
た
。
之
に
対
し
深
く
責
任
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を
感
じ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
、
米
国

の
法
廷
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
こ
と
は
、
堪
へ
難
い
こ
と
で

あ
る
〉
と
。
午
前
３
時
頃
、
通
隆
は
意
を
決
し
て
「
明
日
は
巣

鴨
プ
リ
ズ
ン
に
行
っ
て
下
さ
い
ま
す
ね
」
と
訊
い
た
。
近
衛
は

「
そ
り
ゃ
行
く
と
も
」
と
答
え
た
。
通
隆
が
「
今
日
は
親
子
で

一
緒
に
寝
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
う
と
、
近
衛
は
「
僕
は
人
が
い

る
と
寝
ら
れ
な
い
か
ら
一
人
に
し
て
く
れ
」
と
言
っ
た
。
午
前

6
時
ご
ろ
、
千
代
子
夫
人
が
、
近
衛
の
部
屋
に
燈
が
あ
る
の
を

見
て
入
っ
て
い
く
と
夫
は
す
で
に
こ
と
切
れ
て
い
た
。
体
の
温

か
み
は
残
っ
て
い
た
。
枕
元
に
青
酸
カ
リ
が
残
さ
れ
て
い
た
！

国
民
の
絶
大
な
人
気
を
集
め
た
、
政
界
の
プ
リ
ン
ス
公
爵
宰
相
、

近
衛
文
麿
。
名
門
貴
族
出
身
の
近
衛
首
相
の
目
的
は
、
軍
部
の

動
き
を
制
す
る
事
で
あ
っ
た
。
『
い
か
な
る
国
難
が
起
こ
っ
て

も
、
必
ず
こ
れ
に
打
ち
勝
ち
、
有
終
の
美
を
遂
げ
ず
ん
ば
断
じ

て
や
ま
ぬ
と
い
う
、
不
退
転
の
決
意
で
あ
り
ま
す
』
と
。
然
し

打
つ
手
が
悉
く
裏
目
に
出
て
軍
に
翻
弄
さ
れ
日
中
戦
争
も
、
ど

ろ
沼
化
に
導
く
こ
と
に
な
る
。
遂
に
、
日
米
開
戦
に
踏
み
切
っ

た
。 第

３５
代
首
相
の
東
条
英
機
。
現
役
軍
人
で
あ
る
東
条
は
、
戦

況
の
悪
化
を
受
け
入
れ
ず
国
民
に
徹
底
抗
戦
を
課
し
た
。
東
条

は
戦
犯
逮
捕
を
知
る
や
、
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
は
か
る
が
死
に
き

れ
ず
、
戦
陣
訓
も
叶
わ
ず
Ａ
級
戦
犯
で
絞
首
刑
。
63
歳
。
東
京

裁
判
は
勝
者
の
裁
き
、
復
讐
の
判
決
だ
っ
た
。 

以
上
は
、
軍
と
国
民
と
の
は
ざ
ま
で
葛
藤
を
続
け
、
命
が
け

で
国
の
舵
取
り
を
担
っ
た
。
歴
代
首
相
た
ち
の
縮
図
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
は
最
近
、
百
年
の
時
を
追
体
験
す
る
世
紀
の
映

像
、
第
１２
集
を
放
映
。
そ
れ
は
激
動
の
時
代
に
国
家
の
命
運
を

担
っ
た
男
た
ち
の
物
語
。
知
ら
れ
ざ
る
事
実
に
驚
く
と
共
に
感

銘
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
骨
子
を
採
録
し
本
文
と
し
ま
す
。 

そ
し
て
戦
後
、
軍
に
代
わ
っ
て
首
相
た
ち
が
向
き
合
っ
た
の

は
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
。
戦
後
初
の
第
４３
代
首
相
に
東
久
邇
宮
稔

彦
王
・
第
４４
代
首
相
幣
原
喜
重
郎
・
第
４５
代
首
相
は
吉
田
茂
、

そ
し
て
第
４６
代
首
相
片
山
哲
・
第
４７
代
芦
田
均
・
第
４８
・
４９
・

５０
・
５１
代
首
相
吉
田
茂
・
第
５２
～
５４
代
首
相
鳩
山
一
郎
・
第

５５
代
石
橋
湛
山
・
５６
か
ら
５７
代
岸
信
介
・
５８
、
５９
代
池
田

勇
人
と
続
き
、
戦
後
の
苦
難
を
克
服
し
た
。 

昭
和
２６
年
、
日
本
の
講
和
独
立
に
奔
走
し
た
吉
田
茂
は
第

５０
代
首
相
当
時
、
独
立
を
条
件
と
し
て
、
再
軍
備
を
求
め
る
ア

メ
リ
カ
に
対
し
て
、
熾
烈
を
極
め
た
講
和
交
渉
、
吉
田
は
経
済

復
興
が
先
だ
と
主
張
。
あ
の
手
こ
の
手
で
応
戦
し
た
。
『
ア
メ

リ
カ
が
再
軍
備
を
や
れ
と
言
っ
た
。
私
は
冗
談
言
う
な
っ
て
言

い
返
し
た
。
金
の
か
か
る
軍
備
は
ア
メ
リ
カ
持
ち
』
と
。
吉
田

の
首
相
歴
・
第
４５
・
４８
・
４９
・
５０
・
５１
代
，
通
算
５
回
当

選
は
吉
田
た
だ
一
人
。
ワ
ン
マ
ン
宰
相
振
り
を
発
揮
、
在
任
期
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間
は
延
べ
２
６
１
６
日
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。 

日
米
安
保
条
約
改
定
を
目
指
し
、
生
命
を
か
け
た
第
５７
代
首

相
の
岸
信
介
。
昭
和
３５
年
６
月
、
改
定
に
反
対
の
大
掛
か
り
な

デ
モ
。
条
約
改
定
を
進
め
る
岸
に
対
し
、
民
主
主
義
の
危
機
を

叫
ん
だ
人
び
と
が
国
会
を
包
囲
し
退
陣
を
求
め
た
。
警
察
官
の

凄
い
暴
力
。
警
察
隊
ま
で
動
員
し
て
の
条
約
改
定
は
承
認
さ
れ
、

岸
は
自
ら
辞
任
し
た
。 

戦
争
、
敗
戦
、
独
立
を
と
首
相
達
は
国
民
の
希
望
を
背
負
い

な
が
ら
国
家
の
か
じ
取
り
に
命
を
賭
し
た
。
時
代
の
変
遷
と
共

に
、
近
代
化
し
た
高
い
塔
の
建
物
は
、
世
界
に
誇
る
わ
が
国
会

議
事
堂
。
こ
の
ド
ー
ム
の
中
に
は
上
野
東
叡
山
寛
永
寺
の
五
重

塔
が
楽
に
入
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
建
築
材
料
、
調
度
品
は
全

部
、
国
産
品
を
使
用
し
て
い
る
。
国
会
議
事
堂
は
二･

二
六
事

件
が
起
き
た
昭
和
１１
年
に
完
成
し
た
。
議
事
堂
が
完
成
し
た
と

き
、
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
の
は
当
時
、
貴
族
院
議
長
を
務
め

て
い
た
近
衛
文
麿
だ
っ
た
。
４５
才
と
い
う
若
さ
で
首
相
に
就
任

す
る
の
は
、
こ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
「
僕
の
志
は
知
る
人

ぞ
知
る
」
近
衛
文
麿
の
強
い
信
念
だ
っ
た
。 

日
本
の
首
相
の
歴
史
は
、
元
長
州
藩
士
の
男
か
ら
始
ま
っ
た
。

初
代
首
相
伊
藤
博
文
。
明
治
１８
年
伊
藤
が
初
代
首
相
に
選
ば
れ

た
理
由
の
一
つ
は
英
語
が
話
さ
れ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
伊
藤
は
、
幕
末
に
イ
ギ
リ
ス
に
密
航
、
英
語
を
身
に
つ
け

た
国
際
的
な
視
野
を
備
え
て
い
る
事
が
明
治
首
相
の
条
件
だ

っ
た
。
１
９
０
９
年
１０
月
２６
日
不
幸
に
も
ハ
ル
ピ
ン
に
て
暗

殺
さ
れ
た
。
薩
摩
長
州
以
外
で
初
め
て
首
相
に
な
っ
た
の
が
元

佐
賀
藩
士
で
第
７
・
８
代
首
相
の
大
隈
重
信
。
演
説
の
名
手
と

し
て
名
高
い
大
隈
の
貴
重
な
録
音
が
残
っ
て
い
る
。
『
国
民
的

勢
力
は
何
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
か
と
い
う
と
即
ち
世
論
で
あ

る
。
こ
の
世
論
の
勢
力
が
議
会
に
集
中
さ
れ
て
初
め
て
帝
国
議

会
の
威
厳
、
帝
国
議
会
の
信
用
が
こ
こ
に
成
り
立
つ
の
で
あ

る
』
。
大
隈
は
言
葉
の
力
で
世
論
を
ま
と
め
、
初
め
て
政
党
内

閣
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
第
１２
代
首
相
、
公
家
出
身
の
西
園
寺

公
望
は
。
２０
代
の
ほ
と
ん
ど
を
パ
リ
で
過
ご
し
た
国
際
派
の
首

相
だ
っ
た
。
首
相
の
座
を
退
い
た
あ
と
は
元
老
と
呼
ば
れ
る
天

皇
の
補
佐
役
と
な
り
、
首
相
候
補
を
天
皇
に
推
挙
す
る
と
い
う

重
責
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
西
園
寺
が
、
最
も
期
待
を
寄
せ
て

い
た
人
物
は
公
家
出
身
の
近
衛
文
麿
で
あ
っ
た
。
近
衛
家
は
こ

の
国
の
中
で
最
も
格
式
の
高
い
名
家
。
祖
先
を
た
ど
れ
ば
、
大

化
の
改
新
で
活
躍
し
た
藤
原
鎌
足
に
遡
り
、
古
代
か
ら
天
皇
に

仕
え
た
家
柄
で
あ
る
。
近
衛
文
麿
は
公
爵
家
で
あ
り
な
が
ら
マ

ル
ク
ス
主
義
を
研
究
す
る
な
ど
、
型
に
嵌
ら
な
い
自
由
闊
達
な

人
物
で
あ
っ
た
。
身
長
１
８
０
㎝
、
ゴ
ル
フ
を
愛
す
る
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
。
結
婚
は
２２
才
、
相
手
は
、
も
ち
ろ
ん
英
語
も
話
せ
た
。 

昭
和
１２
年
６
月
、
第
３４
代
首
相
に
近
衛
文
麿
が
就
任
す
る
。
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二･
二
六
事
件
の
翌
年
で
あ
る
。
若
き
公
爵
首
相
の
誕
生
は
、

新
し
い
時
代
の
首
相
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
首
相
誕
生
を
祝
う

提
灯
行
列
が
あ
っ
た
。
西
園
寺
公
が
近
衛
に
期
待
し
た
の
は
軍

の
暴
走
を
抑
え
る
こ
と
。
だ
が
二･

二
六
事
件
を
機
に
軍
は
テ

ロ
の
恐
怖
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
、
大
臣
の
指
名
や
予
算
に
い

た
る
ま
で
政
治
に
口
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
近
衛
は
、
首
相

に
な
っ
た
決
意
を
こ
う
述
べ
て
い
る
。
近
衛
文
麿
の
手
記
よ
り

『
や
や
も
す
る
と
性
急
に
猪
突
し
た
が
る
軍
部
一
派
を
、
出
来

る
だ
け
抑
え
る
と
共
に
彼
ら
の
要
求
の
内
合
理
的
な
も
の
は

取
り
上
げ
て
い
く
』
。
し
か
し
内
閣
発
足
か
ら
僅
か
ひ
と
月
後
、

近
衛
は
軍
の
横
暴
振
り
を
、
身
を
以
っ
て
知
る
こ
と
に
な
る
。 

７
月
７
日
、
日
中
戦
争
が
勃
発
・
近
衛
は
直
ぐ
に
不
拡
大
方

針
を
決
定
。
軍
の
押
さ
え
込
み
に
か
か
っ
た
。
し
か
し
陸
軍
は

黙
っ
て
い
な
い
。
杉
山
元
陸
軍
大
臣
は
増
援
軍
の
派
遣
を
こ
う

切
り
出
し
て
き
た
。
杉
山
大
臣
の
言
葉
よ
り―

『
５
千
５
百
の

日
本
軍
と
北
京
・
天
津
地
方
に
居
留
す
る
わ
が
日
本
人
を
皆
殺

し
に
す
る
に
し
の
び
ず
』
。
杉
山
の
巧
み
な
言
葉
に
、
近
衛
の

心
は
揺
ら
ぐ
。
近
衛
は
、
そ
れ
も
「
一
理
あ
り
」
と
中
国
へ
の

応
援
軍
の
派
兵
を
認
め
ま
す
。―

近
衛
文
麿
の
言
葉
ー
『
居
留

民
の
生
命
財
産
の
保
護
と
い
う
名
目
で
あ
る
か
ら
、
反
対
で
き

な
い
。
出
兵
に
よ
っ
て
日
本
の
強
硬
な
る
戦
意
を
示
せ
ば
、
中

国
側
は
す
ぐ
に
折
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
』--

昭
和
１２
年
９

月
、
日
比
谷
公
会
堂―

し
か
し
中
国
側
は
徹
底
抗
戦
を
表
明
。

近
衛
は
国
民
に
戦
争
協
力
を
よ
び
か
け
た
。
日
比
谷
公
会
堂
で

の
演
説
は
ラ
ジ
オ
で
全
国
に
中
継
さ
れ
た
。
『
こ
の
日
本
国
民

の
歴
史
的
大
事
業
を
、
我
々
の
時
代
に
解
決
す
る
と
い
う
事
は
、

今
日
生
を
受
け
た
る
わ
れ
ら
同
時
代
の
光
栄
で
有
り
、
我
々
は

喜
ん
で
そ
の
任
務
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
』
。
拍
手･

･
･

。 

日
本
軍
の
侵
攻
は
中
国
に
利
権
を
持
つ
欧
米
諸
国
に
衝
撃

を
与
え
た
。
１
９
３
７
年(

昭
和
１２)

１０
月
、
ア
メ
リ
カ
の
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
「
世
界
に
無
法
地
帯

を
生
み
出
す
国
家
を
、
国
際
社
会
か
ら
隔
離
す
べ
し
」
と
主
張
。

「
い
ま
文
明
の
基
盤
が
危
機
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は

平
和
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動
す
る
の
だ
」
と
。
日
本
へ
の
警

戒
心
を
あ
ら
わ
に
し
た
。 

日
本
軍
は
、
聖
戦
の
兵
を
進
め
て
４
ヶ
月
、
昭
和
１２
年
１２
月
、

中
国
国
民
政
府
の
首
都
南
京
を
陥
落
し
た
。 

♪
見
よ
東
海
の
空
明
け
て
旭
日
高
く
耀
け
ば
天
地
の
精
気

…
…

♪ 
之
は
後
楽
園
球
場
で
催
さ
れ
た
戦
勝
祝
賀
会
。
歴
史
的
な
戦

果
に
よ
っ
て
近
衛
の
人
気
は
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
戦
果
を
背

景
に
近
衛
は
和
親
工
作
を
始
め
ま
す
。
だ
が
陸
軍
の
強
硬
論
に

お
さ
れ
賠
償
を
求
め
る
な
ど
、
和
平
の
条
件
を
つ
り
あ
げ
て
し
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ま
う
。
中
国
の
国
民
政
府
・
指
導
者
蒋
介
石
が
歩
み
寄
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
『
首
都
南
京
を
失
い
、
支
那
民
衆
に
塗
炭
の
責

め
苦
を
負
わ
せ
な
が
ら
尚
も
抗
戦
の
迷
夢
よ
り
覚
め
ざ
る
蒋

政
権
、
之
に
対
し
奇
策
を
案
じ
た
近
衛
。
『
風
見
内
閣
書
記
官

長
よ
り
内
外
に
声
明
・
帝
国
政
府
は
爾
後
、
国
民
政
府
を
相
手

と
せ
ず
』
と
交
渉
打
ち
切
り
を
宣
言
、
強
い
態
度
に
出
る
こ
と

で
蒋
介
石
を
話
し
合
い
の
場
に
呼
び
出
そ
う
と
い
う
無
謀
の

策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
和
平
へ
の
道
は
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
。 

昭
和
１３
年
重
慶
爆
撃
、-

-
-

近
衛
文
麿
の
手
記―

『
軍
が
こ

れ
だ
け
の
事
変
を
起
こ
す
つ
も
り
な
ら
ば
、
事
前
に
し
っ
か
り

し
た
計
画
を
立
て
て
、
万
全
な
準
備
を
整
え
た
上
で
や
る
べ
き

で
あ
る
の
に
、
そ
う
い
う
計
画
も
無
し
に
ず
る
ず
る
と
事
件
に

引
き
摺
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
残
念
で
あ
る
。

事
変
当
初
は
不
拡
大
方
針
を
も
っ
て
、
出
来
る
だ
け
現
地
的
解

決
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
如
何
い
う
わ
け
か
実
際
に

お
い
て
は
拡
大
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
』
。
２
年
後
の
夏
、
昭

和
１５
年
７
月
一
度
内
閣
を
退
陣
し
た
近
衛
は
軽
井
沢
の
山
荘

で
過
ご
し
て
い
た
。
再
び
首
相
に
な
っ
た
時
に
備
え
今
度
こ
そ

軍
を
抑
え
よ
う
と
案
を
練
っ
て
い
た
。
７
月
１６
日
、
米
内
内
閣

は
突
如
総
辞
職
を
決
行
、
こ
こ
に
、
強
力
新
政
治
体
制
確
立
の

中
心
的
存
在
で
あ
る
近
衛
文
麿
公
は
、
軍
を
抑
え
る
た
め
の
組

閣
の
人
事
を
考
え
ま
す
。
近
衛
公
は
ま
ず
、
陸･

海･

外
の
三
閣

僚
を
決
定
し
、
１９
日
午
後
３
時
、
荻
窪
の
私
邸
に
て
四
相
会
議

を
開
き
ま
し
た
。
当
時
、
陸
海
軍
の
大
臣
は
夫
々
の
軍
か
ら
推

薦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
陸
軍
大
臣
は
押
し
の
強
さ
で
知
ら
れ
て

い
た
東
条
英
機
が
就
任
、
対
す
る
近
衛
は
外
務
大
臣
に
松
岡
洋

右
を
起
用
。
東
条
に
も
増
し
て
強
気
な
松
岡
を
外
交
の
ト
ッ
プ

に
据
え
る
こ
と
で
、
軍
の
動
き
を
封
じ
よ
う
と
考
え
た
。
然
し

近
衛
の
目
論
み
は
今
回
も
裏
目
に
出
て
し
ま
う
。
９
月
ド
イ
ツ

の
特
使
外
交
官
で
あ
る
ス
タ
ー
マ
ー
が
来
日
す
る
と
松
岡
は

近
衛
の
意
向
を
無
視
し
一
人
で
日
独
伊
三
国
同
盟
に
突
き
進

ん
だ
。 

こ
の
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
第
２
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て

い
た
。
昭
和
１５
年
６
月
、
ド
イ
ツ
軍
は
、
パ
リ
占
領
。
フ
ラ
ン

ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
次
々
と
制
圧
。
松
岡
は
「
今
こ
そ

ド
イ
ツ
と
同
盟
を
結
び
ド
イ
ツ
の
勢
い
に
乗
る
べ
き
だ
」
と
強

く
主
張
し
た
。
一
方
で
近
衛
は
ド
イ
ツ
に
好
感
を
持
っ
て
は
い

た
が
、
三
国
同
盟
に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
出
方
が

気
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
ド
イ
ツ
が
戦
う

イ
ギ
リ
ス
を
支
援
。
世
論
も
反
ド
イ
ツ
に
大
き
く
傾
い
て
お
り
、

反
ヒ
ト
ラ
ー
パ
レ
ー
ド
か
行
な
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
近
衛

は
ド
イ
ツ
と
軍
事
同
盟
を
結
べ
ば
、
ア
メ
リ
カ
を
敵
に
ま
わ
す

こ
と
に
な
る
と
信
じ
て
い
た
の
に
、
松
岡
か
ら
三
国
同
盟
の
真

の
狙
い
を
聞
き
、
近
衛
は
又
し
て
も
考
え
を
変
え
た
。
そ
れ
は
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将
来
的
に
ソ
ビ
エ
ト
を
加
え
た
四
カ
国
に
よ
る
巨
大
同
盟
国

を
作
る
と
い
う
構
想
。
既
に
、(

昭
和
１４
年
８
月)

ソ
ビ
エ
ト
と

不
可
侵
条
約
を
締
結
し
て
い
た
ド
イ
ツ
が
交
渉
役
を
担
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。―

近
衛
文
麿
の
手
記
よ
り―

『
ド
イ
ツ
と

ソ
連
と
は
親
善
関
係
に
あ
り
、
欧
州
の
殆
ど
は
ド
イ
ツ
の
手
に

落
ち
て
い
る
。
こ
の
情
勢
に
お
い
て
ド
イ
ツ
と
結
び
、
さ
ら
に

ド
イ
ツ
を
介
し
て
ソ
連
と
結
び
、
日
独
ソ
の
連
携
を
実
現
し
て
、

英
米
に
対
す
る
我
が
国
の
立
場
を
強
固
に
す
る
事
は
ア
メ
リ

カ･

イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
を
回
避
し
、
太
平
洋
の
平
和
に
貢
献

で
き
る
の
で
あ
る
。
昭
和
１５
年
９
月
２７
日
、
日
本
は
、
ド
イ

ツ･

イ
タ
リ
ア
と
軍
事
同
盟
を
締
結
。
近
衛
は
、
『
圧
倒
的
軍

事
力
を
持
つ
ソ
ビ
エ
ト
が
、
三
国
同
盟
に
加
わ
れ
ば
、
そ
の
力

を
背
景
に
、
英
米
と
の
衝
突
を
回
避
で
き
る
と
考
え
た
』
。
近

衛
の
演
説
『
今
回
政
府
は
、
世
界
歴
史
の
一
大
転
換
期
に
際
し
、

ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
と
三
国
条
約
を
締
結
し
、
世
界
恒
久

の
平
和
と
進
歩
の
た
め
、
協
力
邁
進
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で

あ
り
ま
す
』
。
一
同
天
皇
陛
下
万
歳
！
万
歳
！
万
歳
！
と
こ
ろ

が
ヒ
ト
ラ
ー
は
ソ
ビ
エ
ト
と
条
約
を
結
ぶ
こ
と
な
ど
毛
頭
考

え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

翌
昭
和
１６
年
６
月
、
ド
イ
ツ
軍
は
不
可
侵
条
約
を
破
り
、
ソ

ビ
エ
ト
に
侵
攻
。
近
衛
の
構
想
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
野
望
に
打
ち
砕

か
れ
た
。―

-

近
衛
文
麿
の
手
記
よ
り―

『
（
三
国)

同
盟
の
主

た
る
目
標
で
あ
る
日
独
ソ
提
携
の
希
望
は
完
全
に
遂
に
消
え

去
っ
た
。
将
来
三
国
同
盟
よ
り
生
じ
る
危
険
、
す
な
わ
ち
対
米

戦
の
危
険
に
陥
れ
ば
、
我
が
国
に
と
っ
て
は
由
々
し
き
一
大
事

で
あ
る
。
第
一
そ
れ
で
は
同
盟
を
結
ん
だ
意
義
が
全
く
な
い
で

は
な
い
か
』
。
８
月
近
衛
は
、
日
米
開
戦
を
回
避
す
べ
く
、
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
会
談
を
申
し
入
れ
た
。
だ
が
、
交
渉
は

難
航
し
た
。―

駐
米
大
使
野
村
吉
三
郎―

「
日
本
が
枢
軸
国
の

一
員
た
る
関
係
上
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
備
の
向
上
と
と
も
に
、
日

本
に
対
し
は
相
当
に
風
当
た
り
が
強
い
の
で
あ
り
ま
す
」
。
交

渉
か
ら
二
ヶ
月
。
駐
米
大
使
か
ら
近
衛
に
知
ら
せ
が
届
い
た
。

『
両
国
首
脳
部
の
会
見
は
、
絶
対
見
込
み
な
し
』
と
。
近
衛
は

最
後
の
賭
け
に
出
た
。
ア
メ
リ
カ
を
会
談
の
席
に
着
か
せ
る
た

め
に
、
陸
軍
大
臣
東
条
英
機
に
『
中
国
か
ら
の
撤
兵
を
求
め
た
』

の
で
あ
る
。
し
か
し
東
条
は
断
固
と
し
て
跳
ね
つ
け
た
。―

東

条
陸
軍
大
臣
の
言
葉
よ
り―

『
中
国
駐
兵
問
題
は
陸
軍
の
生
命

で
あ
っ
て
、
絶
対
に
譲
れ
な
い
。
こ
の
際
ア
メ
リ
カ
に
屈
す
れ

ば
、
ま
す
ま
す
、
高
圧
的
に
出
て
、
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
で

あ
ろ
う
。
人
間
た
ま
に
は
、
清
水
の
舞
台
か
ら
目
を
瞑
っ
て
飛

び
降
り
る
こ
と
も
必
要
だ
』
と
、
東
条
は
強
気
で
答
え
た
。 

-
―

近
衛
文
麿
の
言
葉
よ
り―

近
衛
は
こ
う
答
え
る
し
か
な

か
っ
た
。
『
一
億
国
民
の
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
責
任
の
地

位
に
あ
る
者
と
し
て
、
そ
れ
は
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
』
と
。
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１０
月
１６
日
。
軍
に
屈
し
た
近
衛
は
内
閣
総
辞
職
を
表
明
。
２

日
後
、
新
内
閣
が
発
足
。
昭
和
天
皇
は
、
日
米
開
戦
回
避
へ
の

望
み
を
新
内
閣
に
託
し
た
。
し
か
し
首
相
に
な
っ
た
の
は
、
主

戦
論
を
唱
え
る
東
条
英
機
で
あ
っ
た
。
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を

受
け
ず
。
東
条
英
機
の
強
気
は
た
か
ま
っ
た
。 

東
条
英
機
は
軍
人
だ
っ
た
父
の
も
と
、
軍
事
学
の
基
礎
を
学

ぶ
と
共
に
、
陸
軍
将
校
と
し
て
の
精
神
を
叩
き
込
ま
れ
た
。
陸

軍
の
軍
人
こ
そ
が
天
皇
の
恩
顧
を
受
け
る
選
ば
れ
し
者
。
東
条

の
心
に
強
い
エ
リ
ー
ト
意
識
が
芽
生
え
た
。
関
東
軍
参
謀
長
・

陸
軍
次
官
・
陸
軍
大
臣
と
出
世
コ
ー
ス
を
駆
け
上
が
っ
た
。
昭

和
１６
年
１０
月
東
条
が
首
相
に
抜
擢
さ
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
と

の
戦
争
に
は
や
る
陸
軍
を
押
さ
え
込
め
る
の
は
、
最
早
同
じ
陸

軍
で
東
条
し
か
居
な
い
と
目
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
皇
は

「
戦
争
だ
け
は
避
け
る
よ
う
」
西
園
寺
公
を
通
じ
、
東
条
に
伝

え
た
。
東
条
首
相
は
、
御
意
を
体
し
自
ら
陸
軍
大
臣
を
兼
ね
、

閣
僚
も
相
応
し
い
人
事
と
す
る
な
ど
主
戦
論
を
抑
え
に
か
か

る
が
、
と
き
既
に
遅
し
！
強
硬
派
だ
っ
た
東
条
を
軍
部
内
で
は

「
裏
切
り
」
の
声
さ
え
上
が
っ
た
。
閣
議
を
重
ね
た
も
の
の
、

肝
心
の
北
支
戦
線
撤
退
は
杉
山
大
将
の
一
喝
で
断
念
。
か
な
め

の
日
米
平
和
交
渉
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
応
じ
ぬ
。
首
相
は
行
き

詰
ま
っ
た
。
一
方
で
、
戦
争
の
準
備
も
着
々
と
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

昭
和
１６
年
１２
月
８
日
、
日
本
海
軍
は
ア
メ
リ
カ
の
基
地
ハ

ワ
イ
真
珠
湾
を
奇
襲
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
東
条
『
東

亜
全
局
の
平
和
は
、
之
を
念
願
す
る
帝
国
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
遂
に
決
裂
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
帝
国
の
隆
替
・
東
亜
の
興
亡
ま
さ
に
こ
の
一
戦
に
あ
り
』

と
。
東
条
の
秘
書
官
は
の
日
の
様
子
を
メ
モ
に
書
き
留
め
て
い

た
。
秘
書
官
の
メ
モ
よ
り―

『
会
食
中
ハ
ワ
イ
攻
撃
の
快
報
あ

り
、
東
条
は
「
予
想
以
上
だ
っ
た
ね
。
い
よ
い
よ
、
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
も
失
脚
だ
ね
」
と
大
変
喜
ば
れ
た
』
と
。
だ
が
東
条
の
読

み
は
外
れ
た
。 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
『
昨
日
１
９
４
１
年
１２
月
７
日
は

恥
辱
の
日
と
な
り
ま
し
た
。
リ
メ
ン
バ
ー
ハ
ワ
イ
を
合
い
言
葉

に
』
ア
メ
リ
カ
の
戦
意
は
一
気
に
高
揚
し
た
。
一
方
日
本
軍
は
、

昭
和
１７
年
１
月
マ
ニ
ラ
を
陥
落
。
敵
首
都
が
つ
い
に
我
が
軍
の

手
に
帰
し
て
。
同
２
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
。
一
方
、
日
本

軍
は
ア
ジ
ア
各
地
で
快
進
撃
を
続
け
、
昭
和
１７
年
３
月
、
ラ
ン

グ
ー
ン
陥
落
。
東
条
は
希
代
の
英
雄
と
も
て
は
や
さ
れ
た
。 

軍
需
の
飛
躍
的
充
実
に
は
機
械
工
業
が
高
度
に
発
達
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
諸
君
し
っ
か
り
頼
み
ま
す
」
と
、
東
条

首
相
が
東
京
の
日
立
精
機
工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
東
条
内
閣

に
と
っ
て
軍
需
産
業
の
強
化
は
最
重
要
の
課
題
。
軍
需
産
業
を

担
う
重
要
閣
僚
、
商
工
大
臣
の
ポ
ス
ト
に
東
条
が
指
名
し
て
い
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た
の
が
後
の
首
相
・
岸
信
介
で
あ
る
。
政
治
家
に
な
る
前
の
岸

は
、
満
州
国
の
経
営
で
、
辣
腕
を
奮
っ
た
経
済
官
僚
だ
っ
た
。

岸
は
、
ソ
ビ
エ
ト
に
倣
っ
た
五
ヶ
年
計
画
を
実
行
。
満
州
国
に

重
工
業
を
根
付
か
せ
た
。
東
条
は
そ
の
実
績
を
高
く
評
価
し
て

い
た
。
岸
は
満
州
で
成
功
さ
せ
た
統
制
経
済
を
、
日
本
で
も
実

践
。
中
小
工
業
を
整
理
統
合
し
、
限
ら
れ
た
労
働
人
口
を
軍
需

産
業
に
集
中
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
生
産
力
拡
充
に
銃
後
の
務
め

を
果
た
す
べ
く
、
敢
然
転
職
し
た
中
小
商
工
業
者
更
正
の
姿
を

視
察
す
る
た
め
、
岸
商
工
大
臣
は
、
一
日
、
郡
山
の
日
東
紡
績

を
訪
れ
、
今
す
っ
か
り
仕
事
に
慣
れ
き
っ
た
こ
れ
ら
の
人
々
に

心
か
ら
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
「
諸
君
が
立
派
に
や
る
か
ど

う
か
、
次
に
来
る
べ
き
何
十
万
の
人
々
の
手
本
に
な
る
わ
け
だ
。

シ
ッ
カ
リ
や
っ
て
下
さ
い
。
元
気
で
」
。 

昭
和
１７
年
１２
月
、
開
戦
か
ら
丁
度
１
年
。
町
々
に
は
、
米

英
打
倒･

･
･

戦
い
第
二
年
を
も
必
勝
の
信
念
も
っ
て
勝
ち
抜
か

ん
と
す
る
決
意
み
な
ぎ
り
、
こ
の
日
帝
都
は
感
激
の
坩
堝
と
化

す
。
国
民
よ
想
起
せ
よ
！
昭
和
１６
年
１２
月
８
日―

黙
祷―

」
。

こ
の
日
、
全
国
一
斉
に
必
勝
祈
願
が
行
な
わ
れ
た
。「
東
条
は
、

も
し
此
の
戦
争
で
負
け
る
と
す
れ
ば
２
つ
の
理
由
し
か
な
い

と
考
え
て
い
た
。
陸
海
軍
の
対
立
、
そ
し
て
国
民
の
間
に
厭
戦

気
分
が
広
が
る
こ
と
で
あ
る
。
敵
は
ア
メ
リ
カ
で
な
く
国
内
に

あ
る
。
靖
国
神
社
に
集
ま
っ
た
３
万
５
千
の
群
集
を
前
に
、
銃

後
の
備
え
を
訴
え
た
。
『
諸
君
が
毎
日
毎
日
の
生
活
に
お
け
る

一
挙
一
動
が
、
明
日
と
は
言
わ
ず
、
今
日
た
だ
い
ま
、
前
線
の

戦
闘
力
を
左
右
し
て
お
る
と
称
し
ま
し
て
も
、
過
言
で
は
な
い

と
信
じ
ま
す
』
。―

東
条
英
機
の
言
葉
よ
り
ー
『
国
民
の
大
多

数
は
灰
色
で
あ
る
。
国
民
を
率
い
て
い
く
者
と
し
て
は
、
こ
の

大
多
数
の
灰
色
の
国
民
を
し
っ
か
り
掴
ん
で
、
ぐ
ん
ぐ
ん
引
き

ず
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
大
多
数
の
灰
色
は
指
導
者

が
白
と
言
え
ば
、
ま
た
右
と
言
え
ば
、
そ
の
通
り
に
つ
い
て
く

る
』
と
あ
る
。
し
か
し
戦
況
は
悪
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的

な
軍
事
力
の
前
に
、
日
本
軍
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。 昭

和
１８
年
２
月
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
。
学
校
で
は
本
土

決
戦
に
備
え
る
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
竹
槍
は
軍
が
定
め
た
正
式

な
兵
器
で
あ
っ
た
。
男
性
の
働
き
手
が
徴
兵
に
よ
っ
て
激
減
す

る
中
、
そ
の
穴
埋
め
の
労
働
力
と
し
て
少
女
達
も
か
り
出
さ
れ

た
。
戦
場
も
銃
後
も
、
逼
迫
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
。 

昭
和
１８
年
１１
月
。
戦
況
が
悪
化
す
る
な
か
東
条
英
機
首
相

は
、
ア
ジ
ア
５
ヶ
国
の
首
相
を
集
め
て
東
京
で
大
東
亜
会
議
を

開
催
し
た
。
日
本
は
ア
ジ
ア
各
国
の
団
結
を
訴
え
た
の
で
す
。

こ
の
会
議
に
は
、
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ポ

ー
ズ 

(

自
由
イ
ン
ド
仮
政
府
主
席)

も
出
席
。
イ
ン
ド
を
脱
出

し
、
日
本
政
府
の
ひ
ご
の
も
と
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
目
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指
し
て
い
た
ポ
ー
ス
は
、
こ
の
会
議
に
先
立
っ
て
、
日
本
と
の

協
力
に
つ
い
て
次
ぎ
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
ポ

ー
ズ
は
「
日
本
こ
そ
１
９
世
紀
に
、
ア
ジ
ア
を
襲
っ
た
欧
米
の

侵
略
を
食
い
止
め
ん
と
し
た
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
初
の
強
国

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
が
復
活
す
る
に
は
、
現
在
の
お
い
て
も
強
力

な
日
本
が
必
要
で
あ
る
。
中
国
と
の
紛
争
が
勃
発
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
確
か
に
日
本
に
対
す
る
イ
ン
ド
人
の
感
情
は
少
し
悪

く
な
っ
た
。
し
か
し
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
り
、
事
態
は
根
本
的

に
変
化
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
ん
に
ち
日
本
は
イ
ン
ド
の
敵

イ
ギ
リ
ス
を
相
手
に
戦
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
民

衆
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
る
事
を
熱

望
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
の
独
立
を
支
援
し
て
く
れ
る

も
の
は
イ
ン
ド
の
友
で
あ
る
。
と
ー
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
紀
の
映
像
か
ら

ー 

し
か
し
昭
和
１９
年
６
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
東
条
が
国
防
の

要
と
し
て
い
た
サ
イ
パ
ン
島
に
上
陸
、
激
し
い
地
上
戦
で
、
日

本
軍
は
壊
滅
。
最
高
司
令
官
南
雲
忠
一
中
将
は
全
軍
に
玉
砕
を

指
令
。-

-

南
雲
中
将
の
言
葉
よ
り
『
戦
陣
訓
に
曰
く
、
生
き
て

虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
、
悠
久
の
大
儀
に
生
き
る
を
悦
び
と
す

べ
し
』
。
「
捕
虜
に
な
る
よ
り
は
死
を
選
べ
」
と
命
じ
る
戦
陣

訓
。
発
し
た
の
は
東
条
英
機
。
戦
陣
訓
を
守
り
、
女
性
や
子
ど

も
ま
で
も
痛
ま
し
い
最
期
を
遂
げ
た
。 

そ
れ
で
も
東
条
に
戦
争
を
止
め
る
考
え
は
な
か
っ
た
。
当
時

の
言
葉
が
残
っ
て
い
る
。
「
サ
イ
パ
ン
の
戦
況
、
昨
今
の
中
部

太
平
洋
の
戦
況
は
、
天
が
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
与
え
ら
れ
た
啓

示
で
あ
る
。
ま
だ
本
気
に
な
ら
ぬ
か
、
真
剣
に
な
ら
ぬ
か
未
だ

か
ま
だ
か
と
い
う
天
の
啓
示
だ
と
思
う
。
真
に
わ
が
底
力
を
だ

す
の
は
今
で
あ
る
」
と
。 

一
方
政
界
で
は
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
を
機
に
、
東
条
を
首
相
か

ら
下
ろ
す
動
き
が
強
ま
っ
て
い
た
。
昭
和
１９
年
７
月
、
抵
抗
す

る
東
条
に
引
導
を
渡
し
た
の
は
、
あ
の
岸
信
介
だ
っ
た
。
赤
城

宗
徳
議
員
の
証
言
よ
り―

「
戦
前
は
ネ
、
誰
か
閣
僚
の
う
ち
一

人
が
反
対
す
れ
ば
総
辞
職
に
な
っ
た
。
毎
日
僕
ら
は
岸
さ
ん
の

所
に
行
っ
て
岸
さ
ん
を
煽
っ
た
。
岸
さ
ん
も
そ
の
積
り
で
「
こ

の
ま
ま
じ
ゃ
負
け
ち
ゃ
う
か
ら
東
条
さ
ん
の
い
う
事
は
聞
い

ち
ゃ
お
れ
ん
」
と
。
結
局
内
閣
不
統
一
と
い
う
事
で(

東
条
が)

辞
め
る
事
に
な
っ
た
。 

昭
和
１９
年
７
月
、
東
条
英
機
首
相
退
任
。
東
条
は
志
な
か
ば

に
し
て
首
相
の
座
を
降
り
た
。
日
本
の
敗
戦
は
決
定
的
に
み
え

た
。 昭

和
１９
年
７
月
２２
日
、
第
３７
代
首
相
に
小
磯
邦
昭
が
就
任
。

後
継
首
相
と
な
る
陸
軍
首
脳
が
見
あ
た
ら
ず
，
小
磯
に
お
は
ち

が
回
っ
て
く
る
形
で
の
就
任
。
宰
相
と
し
て
政
府
の
か
じ
取
り

を
ま
か
さ
れ
た
。
異
様
と
も
い
え
る
精
神
論
に
固
執
し
て
い
た
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小
磯
は
、
宇
垣
一
成
の
穏
健
派
に
連
な
る
陸
軍
大
将
と
し
て
、

東
條
英
機
内
閣
の
後
継
首
相
に
担
が
れ
て
い
た
が
、
軍
人
と
し

て
も
政
治
家
と
し
て
も
特
筆
す
べ
き
業
績
は
無
か
っ
た
。
敗
戦

必
至
の
状
況
で
、
戦
争
の
幕
引
き
役
の
重
責
を
担
い
発
足
し
た

小
磯
内
閣
で
あ
っ
た
が
、
出
身
母
体
で
あ
る
陸
軍
と
の
妥
協
に

固
執
し
て
、
ズ
ル
ズ
ル
と
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
。
小
磯
首
相
は

「
ア
メ
リ
カ
軍
に
一
撃
を
加
え
た
上
で
有
利
に
対
米
講
和
を

進
め
る
」
と
い
う
都
合
の
良
い
プ
ラ
ン
を
夢
見
た
が
、
本
土
爆

撃
が
本
格
化
す
る
な
か
、
日
本
軍
に
余
力
が
無
い
の
は
明
ら
か

で
あ
り
、
陸
軍
の
協
力
さ
え
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
徒
に
時
間
だ

け
が
経
過
し
た
。
レ
イ
テ
沖
海
戦
敗
北
・
東
京
大
空
襲
・
硫
黄

島
陥
落
・
沖
縄
侵
攻
・
日
ソ
中
立
条
約
廃
棄
通
告
と
、
無
能
な

小
磯
内
閣
の
も
と
日
本
は
あ
っ
と
い
う
間
に
、
最
悪
の
局
面
ま

で
追
込
ま
れ
た
。
個
人
の
力
量
も
、
支
持
基
盤
も
弱
い
小
磯
國

昭
に
難
局
打
開
を
期
待
す
る
方
が
悪
い
と
は
い
え
、
不
作
為
に

よ
る
大
損
害
の
責
は
免
れ
ま
い
。
長
い
あ
い
だ
閑
職
に
あ
っ
て

戦
局
，
国
内
情
勢
に
も
暗
く
，
た
だ
「
一
億
総
武
装
，
本
土
決

戦
」
を
叫
ぶ
ば
か
り
。
「
戦
争
責
任
」
は
と
も
か
く
、
国
民
に

対
す
る
責
任
は
重
い
。 

昭
和
２
０
年
4
月
７
日
，
沖
縄
戦
の
さ
な
か
に
小
磯
内
閣
は

総
辞
職
。
戦
後
，
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
、
陸
軍
一
夕
会
・
統

制
派
に
も
属
さ
ず
、
順
送
り
人
事
で
突
然
首
相
に
担
が
れ
た
小

磯
國
昭
に
対
す
る
東
京
裁
判
の
終
身
刑
判
決
は
、
不
公
平
に
も

み
え
る
が
A
級
戦
犯
と
し
て
終
身
刑
の
判
決
を
う
け
所
謂
「
巣

鴨
プ
リ
ズ
ム
」
で
服
役
中
食
道
ガ
ン
で
死
去
７０
才
。 

昭
和
２０
年
４
月
７
日
第
３８
代
首
相
に
鈴
木
貫
太
郎
が
就
任
。

戦
争
終
結
の
任
を
担
う
こ
と
に
ー
。(

本
人
は
、
不
本
意
な
が

ら
天
皇
の
願
い
で
苦
渋
の
受
諾 

。
１
８
８
５
年
12
月
22
日
に
、

伊
藤
博
文
が
大
日
本
帝
国
の
初
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し

て
以
来
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
天
皇
陛
下
か
ら
「
ど
う
か
頼

む
」
と
言
わ
れ
て
就
任
し
た
首
相
は
鈴
木
貫
太
郎
の
他
に
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
天
皇
が
鈴
木
に
望
ん
だ
こ
と
は
た
だ

一
つ
「
大
日
本
帝
国
陸
海
軍
や
帝
国
臣
民
の
混
乱
を
、
最
低
限

に
抑
え
る
形
で
戦
争
を
終
ら
せ
た
い
」
こ
の
一
点
だ
け
で
し
た
。

「
枢
密
院
」
と
は
、
戦
前
の
日
本
に
あ
っ
た
天
皇
陛
下
の
諮
問

機
関
（
意
見
を
求
め
る
有
識
者
会
議
）
で
す
。
こ
の
会
議
に
お

い
て
、
若
槻
、
近
衛
、
岡
田
、
平
沼
の
４
人
は
後
継
総
理
に
枢

密
院
議
長
で
あ
り
元
侍
従
長
だ
っ
た
鈴
木
貫
太
郎
を
首
相
候

補
に
挙
げ
ま
し
た
。
し
か
し
元
海
軍
大
将
で
あ
る
鈴
木
貫
太
郎

は
元
々
「
軍
人
が
政
治
に
か
か
わ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
お
り
「
と
ん
で
も
な
い
話
だ
！
断
固
と
し
て
お

断
り
だ
！
」
と
烈
火
の
如
く
怒
っ
て
こ
れ
を
否
定
し
ま
し
た
。

で
す
が
「
重
臣
会
議
」
は
建
前
上
、
内
大
臣
が
招
集
し
た
形
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
そ
の
前
に
す
で
に
根
回
し
が
出
来
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上
が
っ
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
こ
の
時
も
、
既
に
そ
う
な
っ

て
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
先
の
４
名
だ
け
で
な
く
、
内
大
臣
の

木
戸
も
鈴
木
支
持
に
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
流
れ
に
東
條
だ
け
は
反
対
を
示
し
ま
し
た
。 

 

東
條
は
今
の
戦
局
は
、
小
磯
内
閣
の
指
導
に
陸
海
軍
が
従
わ

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
見
て
い
ま
し
た
。
小
磯
は
確
か
に
陸

軍
大
将
で
し
た
が
、
組
閣
時
は
退
役
し
て
い
て
身
分
は
予
備
役

で
あ
り
、
陸
軍
大
臣
を
兼
ね
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
軍
は
小
磯

の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
條
は
こ
の
事
実

か
ら
、
海
軍
出
身
で
あ
る
鈴
木
が
総
理
に
な
れ
ば
、
陸
軍
が
従

わ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。 

し
か
し
、
岡
田
が
「
畏
れ
多
く
も
天
皇
陛
下
の
大
命
に
し
た

が
っ
て
組
閣
を
す
る
総
理
に
対
し
、
そ
っ
ぽ
を
む
く
と
は
何
事

か
！
。
陸
軍
が
そ
ん
な
こ
と
だ
か
ら
、
戦
い
が
う
ま
く
い
く
は

ず
が
な
い
の
だ
！
」
と
怒
鳴
り
つ
け
た
。
此
の
為
、
東
條
は
黙

り
込
ん
で
し
ま
い
、
重
臣
会
議
は
全
員
一
致
で
鈴
木
を
首
相
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
呆
れ
た
の
は
当
の
鈴
木
自
身
で

す
。
本
人
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
決
ま
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
大
変
で
す
。
内
大
臣
の
木
戸
が
、

天
皇
陛
下
に
重
臣
会
議
の
結
果
を
奏
上
す
る
と
、
陛
下
は
鈴
木

を
呼
び
出
し
、
鈴
木
に
対
し
て
「
組
閣
の
大
命
」
を
下
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
鈴
木
は
「
誠
に
畏
れ
多
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
海
軍
の
出
身
で
あ
り
ま
す
。
軍
人
が
国
政
を
預
か
る
こ
と

は
決
し
て
宜
し
か
ら
ず
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い

ま
せ
。
何
卒
、
何
卒･

･
･

」
と
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
固
辞
し

ま
す
。
し
か
し
昭
和
天
皇
陛
下
は
、
「
鈴
木
よ
」
と
お
声
を
か

け
ら
れ
、
「
お
ま
え
の
言
い
た
い
事
も
、
お
前
の
気
持
ち
も
よ

く
わ
か
る
。
だ
が
、
戦
争
の
激
化
し
て
い
る
こ
の
重
大
な
局
面

に
お
い
て
は
、
も
う
ほ
か
に
人
は
い
な
い
の
だ
」
と
、
鈴
木
を

さ
と
す
よ
う
に
、 

「
だ
か
ら
鈴
木
よ
、
ど
う
か
頼
む
か
ら
組
閣
の
大
命
を
引
き
受

け
て
く
れ
」
と
言
葉
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
く
わ
え 

昭
和
天
皇
の
母
で
あ
る
貞
明
皇
太
后
（
大
正
天
皇
の
皇
后
）

か
ら
も
お
願
い
さ
れ
、
鈴
木
は
、
自
ら
の
主
義
と
、
わ
が
ま
ま

を
通
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
遂
に
組
閣
の
大
命
を
拝
受
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
20
年
６
月
26
日
、
沖
縄
が
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
陥
落
。
昭
和
20
年
８
月
６
日
、
広
島
の
原
爆

投
下
。
３
日
後
、
長
崎
に
も
投
下
さ
れ
る
。
そ
の
夜
、
日
本
政

府
は
御
前
会
議
を
開
き
、
鈴
木
「
天
皇
の
名
の
下
に
始
ま
っ
た

戦
争
を
誰
し
も
が
納
得
す
る
形
に
終
わ
ら
せ
る
に
は
、
天
皇
の

御
聖
断
し
か
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
考
え
に
行
き
着
き
ま
す
。

日
が
変
わ
り
8
月
10
日
午
前
2
時
頃
、
鈴
木
は
会
議
の
席
上

で
起
立
し
「
議
論
は
出
尽
く
し
、
意
見
は
別
れ
、
も
は
や
収
拾

の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
誠
に
以
っ
て
畏
多
い
極
み
で
あ
り
ま
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す
が
、
こ
れ
よ
り
天
皇
陛
下
の
聖
慮
を
以
っ
て
本
会
議
の
決
定

と
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
申
し
上
げ
て
天
皇
の
御
前
に
向

か
う
と
、 

昭
和
天
皇
陛
下
は 

「
朕
は
、
先
程
か
ら
の
外
務
大
臣
（
東
郷
）
の
案
に
同
意
で
あ

る
。
陸
軍
大
臣
な
ら
び
に
軍
令
部
長
の
弁
を
聞
く
に
、
現
状
と

し
て
陸
海
軍
の
本
土
決
戦
準
備
が
全
く
で
き
て
い
な
い
。
こ
の

状
態
で
こ
の
ま
ま
戦
い
を
続
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る
犠
牲
は
勿
論
、

最
終
的
に
日
本
と
い
う
国
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
す

ら
あ
る
。
そ
れ
だ
け
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
仰
せ
ら

れ
て
、
ご
聖
断
に
よ
り
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
」
・
無
条
件
降

伏
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

敗
戦
色
濃
厚
な
戦
時
下
に
お
い
て
、
政
治
的
に
も
混
乱
し
て

い
た
日
本
政
府
を
ま
と
め
上
げ
、
難
物
だ
っ
た
陸
相
、
海
相
を

制
御
し
、
天
皇
陛
下
の
意
に
沿
っ
た
終
戦
工
作
を
実
施
し
て
、

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
玉
音
放
送
に
よ
る
国
民
へ
の
周
知
ま
で

を
成
し
得
た
の
は
鈴
木
貫
太
郎
の
尽
力
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。 

 

時
の
陸
軍
大
臣
阿
南
大
将
は
、
戦
争
末
期
に
降
伏
へ
の
賛
否

を
巡
り
混
乱
す
る
政
府
で
、
本
土
決
戦
へ
の
戦
争
継
続
を
主
張

し
た
が
、
昭
和
天
皇
の
聖
断
に
よ
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
が
決

定
さ
れ
、
同
年
８
月
１
５
日
に
割
腹
自
決
。
日
本
の
内
閣
制
度

発
足
後
、
現
職
閣
僚
が
自
殺
し
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ

っ
た
。 

 

昭
和
20
年
８
月
15
日
終
戦
の
玉
音
放
送
が
全
国
に
流
れ
、

日
本
人
だ
け
で
死
者
３
０
０
万
人
以
上
、
ア
ジ
ア
で
は
１
千
万

人
以
上
も
の
命
が
失
は
れ
た
戦
争
が
茲
に
終
っ
た
の
で
す
。 

 

追
記
１ 

 

喜
劇
王
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
。
大
の
親
日
派
で
、
生
涯
４
回
来
日

し
て
い
る
。
日
本
橋
で
夫
人
と
好
物
の
天
ぷ
ら
に
舌
鼓
を
打
つ

の
が
お
楽
し
み
！
！
。
そ
の
内
の
２
度
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
、

日
本
の
歴
史
を
動
か
す
大
事
件
に
遭
遇
し
て
い
る
。
昭
和
７
年

５
月
14
日
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
ス
タ
ー
の
訪
日
に
日
本
中
が
沸

い
た
。
熱
狂
の
渦
巻
の
中
を
、
も
み
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
は
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
翌
日
に
は
時
の
総
理
大
臣
犬
養

毅(

第
29
代
首
相
と
の
会
談
が
首
相
官
邸
で
予
定
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
会
談
当
日
の
５
月
15
日
、
海
軍
の
青
年
将
校
達
が
首
相
官

邸
を
襲
撃
。
五
・
一
五
事
件
で
あ
る
。
犬
養
は
殺
害
さ
れ
た
。

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
急
き
ょ
予
定
を
変
更
し
て
い
て
、
危
ふ
く
、

難
を
の
が
れ
た
。
２
日
後
、
首
相
官
邸
を
訪
れ
た
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
。
旅
行
記
の
中
で
こ
う
綴
っ
て
い
る
。
『
首
相
は
家
族
と
一



  42 

緒
だ
っ
た
た
め
自
分
が
殺
さ
れ
る
場
面
は
見
せ
た
く
な
い
と

い
う
思
い
か
ら
，
凶
漢
た
ち
を
別
室
に
通
し
た
そ
う
だ
。
実
に

立
派
な
態
度
で
あ
る
』
と
。
そ
の
４
年
後
の
昭
和
１１
年
２
月
、

二
度
目
の
来
日
の
際
に
は
、
東
京
に
は
戒
厳
令
が
布
か
れ
て
い

た
。
二
・
二
六
事
件
で
あ
る
。
陸
軍
の
青
年
将
校
達
が
、
武
装

蜂
起
。
首
相
官
邸
は
、
再
び
血
に
染
ま
っ
た
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

が
２
度
に
わ
た
り
目
撃
し
た
の
は
、
首
相
の
命
ま
で
も
奪
い
な

が
ら
戦
争
へ
と
突
き
進
む
日
本
の
姿
だ
っ
た
。 

 

追
記
２ 

『
あ
の
者
を
呼
び
返
せ
話
せ
ば
わ
か
る
！
』 

１
９
３
２(

昭
和
７)

年
５
月
１
５
日
の
五･

一
五
事
件
。
首

相
官
邸
で
犬
養
首
相
は
海
軍
青
年
将
校
ら
の
拳
銃
で
暗
殺
さ

れ
る
と
い
う
悲
劇
が
起
こ
り
ま
す
。
丁
度
こ
の
日
、
官
邸
に
犬

養
の
家
政
婦(

宮
城
県
出
身)

・
今
木
あ
さ
子
さ
ん
が
い
て
事
件

に
遭
い
ま
し
た
。
故
あ
さ
子
さ
ん
が
生
前
に
語
っ
た
肉
声
の
テ

ー
プ(

１
９
９
３
年
犬
養
の
祈
念
館
・
木
堂
館
に
て
、
岡
崎
健

作
さ
ん
収
録)

が
ホ
ー
ペ
ー
ジ
で
わ
か
り
、
事
件
当
日
の
凄
惨

な
様
子
を
、
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
「
悪
党

だ
々
々
だ
、
早
く
犬
養
を
隠
せ
っ
て
ね
、
と
い
う
よ
う
な
意
味

の
分
か
ら
な
い
声
が
し
た
か
と
思
う
と
、
数
人
の
軍
人
が
軍
靴

の
ま
ま
玄
関
を
蹴
破
っ
て
入
っ
て
来
た
ん
で
す―

総
理
は
何

処
だ―

と
言
い
な
が
ら
ね
。
私
の
胸
に
拳
銃
を
突
き
つ
け
る
ん

で
す
。
ま
さ
か
、
軍
人
が
殺
し
に
く
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
へ
総
理
が
『
何
じ
ゃ
何
じ
ゃ
』
と
出
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
『
応
接
室
へ
行
こ
う
』
と
言
っ
た
の
。

落
ち
つ
い
て
ネ
。
私
も
そ
の
後
を
２
，
３
歩
つ
い
て
行
っ
た
ら

『
さ
ー
お
茶
を
持
っ
て
き
な
さ
い
』
と
い
わ
れ
、
茶
の
間
に
戻

り
お
茶
を
２
杯
ぐ
ら
い
注
い
で
い
る
と
、
ー
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
ー

と
拳
銃
の
音
が
し
て
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
飛
ん
で
ゆ
く
と
、
一
番

さ
い
ご
の
一
人
が
逃
げ
る
姿
が
見
え
ま
し
た
。
私
は
ー
だ
ん
な

さ
ま
、
だ
ん
な
さ
ま
ー
っ
て
呼
び
起
こ
し
た
の
。
頭
部
を
撃
た

れ
て
も
意
識
は
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
と
息
を
吹
き
返
し
息
の
音

も
聞
こ
え
な
い
な
か
で
『
今
来
た
若
い
も
ん
た
ち
を
も
う
一
度

呼
ん
で
来
い
、
話
せ
ば
わ
か
る
、
話
せ
ば
わ
か
る
』
と
、
２
度

言
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
後
の
言
葉
で
し
た
。
そ
し
て
数
時
間

後
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
っ
た
の
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

テ
ー
プ
を
再
生
し
な
が
ら
岡
崎
さ
ん
が
言
う
に
は
、
状
況
か
ら

判
断
し
て
「
血
ま
み
れ
に
な
っ
た
犬
養
さ
ん
を
抱
き
起
こ
し
た

今
木
さ
ん
は
入
口
を
睨
む
ば
か
り
。
『
話
せ
ば
わ
か
る
』
は
将

校
た
ち
に
は
届
か
ず
、
首
相
の
悲
痛
な
絶
句
に
な
っ
た
。 

尚
、
犬
養
の
孫
で
あ
る
道
子
氏
の
随
筆
に
よ
る
と
ー
ー
。
１

９
３
２(
昭
和
和
7
年
）
5
月
15
日
は
晴
れ
た
日
曜
日
だ
っ

た
。
犬
養
は
総
理
公
邸
で
寛
い
で
い
た
。
こ
の
日
、
夫
人
は
外

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8A%AC%E9%A4%8A%E9%81%93%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%8815%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%8815%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E7%90%86%E5%A4%A7%E8%87%A3%E5%85%AC%E9%82%B8
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出
し
て
い
た
。
17
時
頃
、
護
衛
の
巡
査
が
走
り
込
ん
で
き
て
暴

漢
侵
入
を
告
げ
、
逃
げ
る
よ
う
促
し
た
。
犬
養
が
「
逃
げ
な
い
、

会
お
う
」
と
応
じ
た
と
こ
ろ
に
、
海
軍
少
尉
服
2
人
、
陸
軍
士

官
候
補
生
姿
の
3
人
か
ら
な
る
一
団
が
乱
入
し
て
き
た
。
襲
撃

犯
の
一
人
は
犬
養
を
発
見
す
る
と
即
座
に
ピ
ス
ト
ル
の
引
き

金
を
引
い
た
。
し
か
し
不
発
に
終
わ
り
、
そ
の
様
子
を
見
た
犬

養
は
「
撃
つ
の
は
い
つ
で
も
撃
て
る
。
あ
っ
ち
へ
行
っ
て
話
を

聞
こ
う
」
と
言
い
一
団
を
日
本
間
に
案
内
し
た
。
日
本
間
に
着

く
と
、
彼
ら
に
煙
草
を
勧
め
て
か
ら
、
「
靴
で
も
脱
げ
や
、
話

を
聞
こ
う
」
と
促
し
た
。
そ
こ
へ
後
続
の
4
名
が
日
本
間
に
乱

入
、
「
問
答
無
用
、
撃
て
」
の
叫
び
と
と
も
に
全
員
が
発
砲
し

た
。
女
中
ら
が
駆
け
つ
け
る
と
、
犬
養
は
顔
面
に
被
弾
し
て
鼻

か
ら
血
を
流
し
な
が
ら
も
意
識
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
縋
り

つ
く
女
中
に
「
呼
ん
で
来
い
、
い
ま
の
若
い
モ
ン
、
話
し
て
聞

か
せ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
命
じ
た
。
犬
養
家
は
こ
の
言
葉
を
後

に
残
し
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

18
時
40
分
、
医
師
団
は
「
体
に
入
っ
た
弾
丸
は
3
発
、
背

中
に
4
発
目
が
こ
す
れ
て
で
き
た
傷
が
あ
る
」
と
発
表
し
た
。

見
舞
い
に
来
た
家
人
に
犬
養
は
「
九
つ
の
う
ち
三
つ
し
か
当
ら

ん
よ
う
じ
ゃ
兵
隊
の
訓
練
は
ダ
メ
だ
」
と
嘆
い
た
と
い
う
。
し

か
し
そ
の
後
は
次
第
に
衰
弱
し
、
23
時
26
分
に
絶
命
し
た
。

享
年
78
才
。―

大
阪
新
聞―

 

5
月
19
日
、
犬
養
の
葬
儀
が
総
理
大
臣
官
邸
の
大
ホ
ー
ル

で
し
め
や
か
に
と
り
行
わ
れ
た
。
た
ま
た
ま
、
喜
劇
王
チ
ャ
ー

リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
来
日
中
で
、
官
邸
か
ら
ほ
ど
近
い
帝

国
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
。
弔
電
が
寄
せ
ら
れ
「
憂
国
の
大

宰
相
・
犬
養
毅
閣
下
の
永
眠
を
謹
ん
で
哀
悼
す
」
と
の
弔
意
に
、

驚
く
参
列
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。 

青
年
将
校
た
ち
に
向
か
っ
て
、
話
せ
ば
わ
か
る
と
言
っ
た
と

は
、
根
も
葉
も
な
い
こ
と
な
の
に
、
定
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
代
に
は
説
得
力
が
強
い
か
ら
一
人
歩
き
し
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
倉
敷
芸
述
科
大
学
教
授
で
、
犬
養
毅
の
研
究

家
・
時
任
英
人
さ
ん
は
語
っ
て
い
る
。―

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A3%AB%E5%AE%98%E5%80%99%E8%A3%9C%E7%94%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A3%AB%E5%AE%98%E5%80%99%E8%A3%9C%E7%94%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8B%B3%E9%8A%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8B%B3%E9%8A%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8B%B3%E9%8A%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%85%99%E8%8D%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%B3%E4%B8%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AB%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%9D%E5%9B%BD%E3%83%9B%E3%83%86%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%9D%E5%9B%BD%E3%83%9B%E3%83%86%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%9D%E5%9B%BD%E3%83%9B%E3%83%86%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%9D%E5%9B%BD%E3%83%9B%E3%83%86%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%94%E9%9B%BB
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事
件
当
時
の
世
相
と
テ
ロ
に
ふ
れ
て
み
ま
す
。-

--

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り―

―
 

９
０
年
前
の
こ
と
、
昭
和
４
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
大
暴

落
の
余
波
を
受
け
て
、
翌
５
年
日
本
も
大
恐
慌
に
陥
り
ま
す
。

政
府
は
大
企
業
、
財
閥
の
救
済
政
策
が
多
く
困
窮
に
苦
し
む
一

般
民
衆
は
、
政
府
に
不
満
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
じ
４

年
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
は
日
・
米
・
英
・
仏
・
伊
の
5

ヵ
国
が
参
加
し
た
が
、
仏
・
伊
は
途
中
で
脱
退
。
主
力
艦
数
を

英
・
米
各
15
隻
・
日
本
９
隻
と
限
定
し
、
補
助
艦
艇
の
総
ト
ン

数
比
を
米
英
各
10
に
対
し
日
本
7
と
す
る
内
容
で
締
結
さ
れ

ま
す
。
日
本
に
と
っ
て
屈
辱
的
な
内
容
に
「
こ
の
条
約
締
結
は

統
帥
権
の
奸
犯･

」
と
し
て
海
軍
は
厳
し
い
不
満
を
抱
き
ま
す
。

締
結
時
の
外
相
若
槻
礼
次
郎
張
本
人
に
向
け
る
べ
き
過
激
派

の
矛
先
が
、
政
府
に
向
か
う
事
件
に
発
展
し
ま
す
。
条
約
締
結

当
時
、
立
憲
民
政
党
総
裁
の
犬
養
は
、
選
挙
に
大
敗
し
た
ば
か

り
の
と
き
で
、
当
時
は
海
軍
の
主
張
を
推
す
姿
勢
で
あ
っ
た
。

昭
和
６
年
犬
養
が
総
理
大
臣
に
就
任
し
て
ま
だ
半
年
た
ら
ず

で
、
テ
ロ
の
狙
う
と
こ
ろ
と
な
り
、
海
軍
青
年
将
校
の
手
で
暗

殺
さ
れ
る
と
は
、
皮
肉
な
事
件
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
テ
ロ
事
件
は
、
大
掛
か
り
な
も
の
で
し
た
。
五
・
一
五

事
件
で
殺
さ
れ
た
の
は
犬
養
毅
首
相
だ
け
で
す
が
、
元
老
西
園

寺
公
望
、
内
大
臣
牧
野
伸
顕
、
侍
従
長
鈴
木
貫
太
郎
ら
も
同
様

に
狙
わ
れ
ま
し
た
。
国
を
変
え
よ
う
と
意
気
込
ん
だ
青
年
将
校

た
ち
は
、
幾
つ
か
の
組
に
分
か
れ
て
、
一
斉
に
テ
ロ
を
起
こ
し

ま
す
。 

当
日
の
各
班
の
行
動 

第
一
班
：
首
相
官
邸
及
び
日
本
銀
行
の
襲
撃 

一
つ
目
の
組
は
、
海
軍
士
官
の
三
上
卓
ら
が
中
心
と
な
る

9

人
で
、
午
後
５
時
半
ご
ろ
首
相
官
邸
に
乗
り
込
み
、
官
邸
に
い

た
巡
査
を
銃
撃
し
、
食
堂
に
い
た
犬
養
首
相
の
も
と
に
殺
到
し

ま
す
。 

三
上
は
犬
養
を
見
つ
け
る
と
、
興
奮
の
あ
ま
り
装
填
し
忘
れ

て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
ず
、
銃
の
引
き
金
を
引
き
ま
し
た
。

慌
て
て
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
バ
ラ
弾
を
取
り
出
す
三
上
に
向
か

っ
て
、
犬
養
は
落
ち
着
い
た
様
子
で
し
た
。 

犬
養
は
「
君
ら
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。
ま
ず
理

由
を
聞
い
た
う
え
で
、
撃
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
が
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
時
に
撃
た
れ
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
い
、
一
同

を
応
接
室
に
案
内
し
ま
す
。 

犬
養
は
自
分
の
考
え
や
、
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
若

い
軍
人
た
ち
に
説
き
聞
か
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。 

し
か
し
、
別
の
将
校
が
「
撃
て
！
撃
て
！
問
答
は
要
ら
ん
！
」

と
叫
び
犬
養
の
腹
部
め
が
け
て
発
砲
。
三
上
も
慌
て
て
頭
部
を

撃
ち
抜
き
、
将
校
た
ち
は
逃
走
し
ま
し
た
。 
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応
接
間
に
駆
け
付
け
た
女
中
に
向
か
っ
て
犬
養
は
「
今
の
若

い
も
ん
を
も
う
一
度
、
呼
ん
で
こ
い
。
よ
く
話
し
て
事
情
を
聞

か
せ
る
」
と
最
後
ま
で
言
論
で
説
得
し
よ
う
と
し
ま
す
。 

然
し
犬
養
の
容
体
は
悪
く
そ
の
日
の
深
夜
絶
命
し
ま
し
た
。 

第
二
班
：
牧
野
伸
顕
内
大
臣
邸
の
襲
撃 

二
つ
目
の
組
は
、
牧
野
伸
顕
内
大
臣
邸
を
襲
い
、
手
榴
弾
を

投
げ
込
み
ま
し
た
が
、
牧
野
伸
顕
は
い
な
く
て
無
事
で
し
た
。 

第
三
班
と
そ
の
他
の
班
：
立
憲
政
友
会
本
部
の
襲
撃 

三
つ
目
の
組
は
、
立
憲
政
友
会
本
部
に
手
榴
弾
を
投
げ
た
の

で
す
が
、
不
発
。 

他
に
、
こ
の
決
起
部
隊
に
呼
応
し
て
、
橘
孝
三
郎
と
い
う
人

を
中
心
と
す
る
愛
郷
塾
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
東
京
の
発
電
所

を
襲
い
ま
し
た
。 

東
京
を
暗
黒
に
し
て
何
か
を
や
ろ
う
と
し
て
、
行
っ
て
み
た

は
も
の
の
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
、
結
局
失
敗
し
ま
す
。 

 

こ
れ
以
降
、
政
党
政
治
が
終
わ
り
を
告
げ
、
軍
部
の
発
言
力

が
増
し
て
ゆ
く
時
代
が
到
来
。
そ
の
後
の
政
治
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
の
で
す
。 

続
く 

 

２
０
２
１(

令
和
３)

年
６
月
回
想
記･

９
６
才 

 

 


